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多久市手話の会

市報たく　2012.721

　多久市手話の会（高群薫会長）は昭和54年に活動を始
め、３４年目になりました。毎週金曜日18時から20時まで、
社会福祉会館で定例の勉強会をしています。聴覚障害
者の方が先生で、実生活で使われている手話を会員が
通訳して勉強します。�
　会員は、現在２０人。主婦や介護士など、いろいろな
方が参加しています。毎週の勉強会以外にも、手話の
講習会（基礎コース）や通訳奉仕員の講習会に参加して、
レベルアップを図る会員もいます。�
　子どもたちに手話を知ってほしいので、依頼があれ
ば手話教室を行います。高群会長は、「聴覚障害者の方
と寄りそい、コミュニケーションをはかる手段として、
手話をひろめたい」と会員の募集を呼びかけています。

　 7月13日は筑紫箏の創始者、諸田賢順の命日です。
毎年、この日は多久町の専称寺で「諸田賢順を偲ぶ会」
が行われています。
　賢順は1547年（天文16）に生まれ、幼くして父が
戦死したため久留米の善導寺に入り、ここで音楽を
学んだといわれています。その後、豊後の大友宗麟
の庇護を受けますが、宗麟がキリスト教に入信し寺
社を破壊したため肥前に逃れ、1571年（元亀 2）、龍
造寺長信に招かれて多久へやって来ました。
　賢順が創始した筑紫箏は、それまで雅楽の合奏で
使われていた箏を、独奏楽器として確立させた、現
代筝曲の起源といわれているものです。
　賢順は1636年（寛永13）、多久で生涯を終えました。
賢順の墓は多久市重要文化財に指定されており、郷
土資料館でも常設展示で賢順が作ったと伝えられる
箏などを紹介しています。27ページの「第22回 諸田
賢順を偲ぶ会」もご覧ください。

▼毎週金曜日の定例勉強会で、真剣に楽しく学んでいるみなさん

問 多久市社会福祉協議会　☎75−3593

手話で話しましょう！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎７５−３００２

●連載14● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

『筑
つ く し こ と

紫箏の祖、諸
もろた けんじゅん

田賢順』

『多久市郷土資料館・先覚者資料館』
開館時間 / ９ 時～１６時　
入館 /無料
休館日 /月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）

▲賢順作と伝えられる箏（1583年、天正11）


